
保証 書

この製品は、厳密な品質管理及び検査を経てお届けしたものです。

正常な使用状態において、万一故障した場合 には、お買い上げ販

売店に必ず本保証書を提示の上、修理を依頼 して ください。別掲

の保証規定によ り無料で修理いた します。

※印欄 に記入がない場合は、 無効とな りますので、 お買い上げ時

に必ず記入の有無をご確認 ください。
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X ／K ／K U 3 バンド高感度レーダー探知機
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取扱説明書

a v xをお買い上げいただき誠に
ありがと うござい ます。

この取扱説明書は本機を正 しく
お使いいただくためのガイ ドブッ
クです。ご使用になる前に本書を
よくお読みになり、内容を十分理

解された上でご使用くださるよう
お願いします。

また、本書はいつもお手元にお
いてその都度ご参照ください。

まず最初に充電 します。

初めてこ便矧 こなるときは、付属のカー電源コー ド
を使い、4 時間以上充電 してからこ使用ください。
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－・・ 1．安全についてのお願いとご注意 －

芸子£必。＝℡がや′ふこ学才珊：恵 澤患！う
鼠≡ニ こゝd㌔も【，もて払ノなぉ汁；泊 わ ！

本機を安全にこ使用いただくに「∃こ、正しい操作と安全に関する注意事項をお守り

いただくことが必要です。本書では、最ネ刀に、もしお守りいただかないと重大な人

身事故につながるおそれのある事項を ■‘警告”として掲げています。次に、もしお守

りいただかないと、使用者がけがをしたり、製品の損傷や故障につながるおそれの

ある事項を “注意’’として掲げています。また、“機能上の制約”についても説明 し

ています。

本書では“警告’と■1主意”に関し、マークを付けて注意を促しています。それら

の使用 区分は次のとおりです。なお、吾マ¶クの外枠の中の小マークは具体的な

内容を示します。

△＝警告、注意（特定しない“警告”と“注意”を示します。）

①

○

禁止（ “警告”と “注意”の内、してはいけないことを示 します。）

強制（ “警告”と “注意”の内、しなければならないことを示します。）

本磯をこ便ノ矧こなる前にこれらの内容をよくお読みになり、十分理解の上操作し

てください。◆‘警告”や “注意”は、本磯を、本書に規定する目的で使用する場合のみ

を想定しています。本書に書かれていない方法での使用は、絶対に避けてください。

規定外の方法でこ使用になったことによって発生 した事故などにつし1て、弊社は一

切の責任を負いません。

なお、本書を松夫、汚損された場合は切手4 C O 円分を同封の上弊社矧 こご請求

ください。

－1 －



△警 告
〆≠、費 悪賢豊祭た療這器守望♭へ～たた蛋≡ノー押＝

しゴk ＝

‾一 ▲■■■■ル ‾ ■‾‾‾‾‾ －▲‾■■■■■■■■■■■■■■■一 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ‾ ▲ん“ ▲ ▲▼Ⅶ ‾ヽ

萱繋∋亨考量き潰夏季

○
■かならず助手席側のフロントガラスに取り付けてください。

本機は、運転の妨げにならないように、プ⊂ントガラスに取 り付 けてくだ

さい。また、取り付 ナる襟に、透こ磯が落下しないように十分こミ主意ください。

取う鼓し、も注意

①
■本機を濡らさないでくださし1。

水につけたり、水をかけないでください。また 、濡れた手で操作しなし、

でくださし1。惑琶、故障刀原居 となります。

遷肇云串の妻菓子軍票法

◎
■車を運転中に本機を操作しないでくださし1。

車を運転由に本職を操作するここは交通要談の原頭になります。遷幸云

中の操作は絶対 に避け、安全遷幸云を心掛けてください。特にA、A C の設

定（一P 2 0 ）ヨ寺の操作も、停車中・二おこなってください。

分僻 も改造の禁止

⑤
■ケースは絶対にあけないでください。

芯磯は碍空部品を多数搭載 してし＼皇ます。分筆乍三文這考コこえ貢すと故 憧

が走≡き、また感電の原こ矧 こなりますこ

－2 －

すfン7ミー藍況やヂぎ滋子讃出声‾号蒙竃、J ∠‘瓜－』；t 〆 －サ バ＝：・・に・：・ ふ 、溢 ヽ

○▲スピードの出しすぎにご注意ください。太機を取り付けての走行中のスピード違反に琶して、弊社・ま一束亡〕貢 ≡

を負いません。交通事故を連サるために安全運転を心掛けてくださし、。

①

○

◎■定格外の電圧で使用しなし1でください。

本機の定格琶涼琶圧は、D C 12 V です。それ以夕十の電圧をカコえますと、

火災や感電、己三窪の原頭になります。

■カー電源コードはかならず付属の指定品を使用してください。

充電時など、カー電源コー ドをこ使用 になる場合は、かならずノ寸凛 の弊

社指定呂をこ便′巧ください。

他社製カー 電源コードをこ使用 になりますと、故貰の漂更 になるC rみな

らず、英軍な莞喜入・：こよつノニ災〇原 云になりますこまた、芯機市境、力m ■萱

源コー ドの分解や己文這をしなし1でください。

■カー電源コードを傷つけないでください。

電源コ【 ドを傷つけたり、無矧 こ曲げたりしないでください。また、傷ん

だ電源コ【 ドを使用しないでください。火災や惑≡の京亙になつ盲 す。

△

宅

■発熱、発臭、発煙を検出した場合には直ちに使用を中止してくだ

さい 。

これら乃美葉を積 出した壱合には、置ち こ志賀 ニj琶涼守坊C 、便／弓を＝

」上してく丁≡ご ノ、㌧、r′十〈、ノ 」 コードを便ノ司芯C 場合≡言、享○シカーラノタ

ーソケントコ、三諾）r＼て くだごい。）そ○ま訂吏罵しますと、火災や惑萱〇

原医になCjますこ増彗信販売店 に依妬 L てくたさし1。お琴横 こ萱身でこ

修整は轄対こ這圭丁てくださいこ

ー3 1



△注 意
…き藷ミ撃奉確環故障を避けるため雪≡お守りいただくこと）

憶屑環境、繁ら扱い

◎

0

0

■衝撃や強い振動を加えないでください。

衝撃や強い振動を力］えますと、精密部品が壊れ故障の原因になります。

■動作章巨国内の温度条件下でご使用ください。

本機は一 10℃～十6 0℃の範囲で動作します。この範囲外でこ便′矧 こ

なりますと故障の原因になります。

■高温時の取り扱いにご注意ください。

本体 に長時間直射 日光が当たりますと、かなり高温になりますの で、本

機に触れる際には、十分こ注意ください。

保守 ケ、」

○

魯

■ケースが汚れた場合は、柔らかい布またはティッシュペーパーで

拭き取ってください。

シンナー、ベ ンジン、化学架佳巾などを使用しますと、ケースが変形するお

それがあります。また、お手入れの際はかならず本機の電源を切り、カ

ー電源コードを使用中の場合は、車のシガーライターソケットひら抜い

てください。

－4 －

○
■日本国内で使用してください。

事態のノ士様は己本国内向・ナとなつてし、1ます。タ＼匡で・■ま冒涜方式、琶涼≡圧が

異なります○で、使用でき責て．んレ。こ

■マイクロ波以外を使用したスピード取締機からの電波は受信しま

せん。

本戦はマイクロ波を使用 したレーダー方式に対応 した探知機です。赤外

線式、光電管式、ワイヤー式などのスピード取締磯に忘対応してい責了んこ

■周囲の環境により、受信 しにくい場合があります。

前方に走行中の垂（とくに大型垂）がいる場合や、カーブ、坂道な どでは、

電波の探知距離が短くなる場合があります。スピードの出やすくなる下

り坂などでは、とくに注意してください。

■取締レーダー波以外の電波を受信することがあります。

取締レーダー波以夕↓にも、『 じ彊葦頁〇周 波数を優男しているドップラー

式自動ドアおよび墓守通運計測器、蒼空、既望レ血ニヲ’一に京子して支石す

る場合がありますが、故獲で まありませんニ

※K リバンドは速度取締機の電波としては至寛在使用されておりません＝



2 ．製品の構成

三≡ し1上 けい たたいた ヨ＼ノ×信次 の買巨つ、ら構成 されています。

●本職 ‥・

⑳三三1てステー・‥

●抜盤 …

●ダッシュボー ド取付プレー ト・

●カー電涼ニー ド‥・

●コー ドク リップ・・・

●両面 テー プ・

●冒文技言等号弓害乗俣言三善 r二本甲子）

1 台

1 ノ育

・ 2 個

「 個

1 本

1 セ ッ ト

1 1三 ツ ト

1 皿

3 ．主な特長

■太陽電池搭載

本機は、太陽竜三士た、ら内蔵のニ ッカ ド電池に充電して使用することができますこ

l X ／K ／K U の3 ハン ド対応

K J バン ド‡吾戴で R 型センサー（新 H システムのスピー ド警告センサー等ニ・ に㌍てし
ます。

ノくバン ドだけでなく K ハンドにも対応。すべてのレーダー式スピー ド取締磯に対ノ下し
ます。

K リバン ドはスピー ド取締磯の売渡としては現在は使用されていませんが、今後三文学

報の売渡として導入される可言巨性毛考慮して搭載してしほ すこ

■ステルス型取締対応
新開発のハイゲイン・ ホーンアンテナと、新調発 D ．D ．C 匡］路 により、クイ 、ノクレスポ

ンスを実現。ステルス淀に鋭く対応します。

ステルス波を探知すると、通常こ忘異なる警告をおこないます：

※本機は、ステルス型スピー ド言文締磯に対して完全対応というわけではありません。

荒豆頁を走行する禦 は、 くれく＼れも こ注悪 ください。

t 2 モー ド受信感度設定
干校地な ど低速での走行時にはノーマルモー ドに、高速道語や ∃動華専′覇道経で刀焉

遠走行矧 こは、遠方からのレーダー淀もキ ャッチするスーパーモー ににと、走行二六さ三

・ rこよ 仁・、ワンタ ッチで受信感度 の設定奄切り替えるここができ責す ニ

■オー トアラームカット（A A C ）システム搭載

巧蔵の三辰勤センサーにより、停車 出方よび一ま逗烹タラ襲の不要な警告書 をカ ッ トしますこ

■オー トパワーオフ機能
ムつ3 分掌壬扇動が無い状態か続くこ、次に振動を積笑［するまで自動的に竃涙をま っ、葦

三日の浪費 窄防ぎます。

書オー トディマー＆オー トミュー ト機能
レ一夕一波窄受信 したときに、一定 巨寺琶経過する と、

三力＼≡≡ま仁 ニオー トテノマ一機弓巨∴ 警告苦の音量二・

機能）。

ノノブーム レ／＼ル メーターJ〕≒与る

さくな 二・ます ・ノ才一 L ミュー ト

－6 －

■速度取締現場の連絡無線（3 5 0 ．1 M H z）を受信可能

遠雷更拝読場で、、軋定係と賃止係で交わす無線を傍受できるため、レーダー探矢［磯と

イ芦せて精霊の毒 し＼・■毒幸たか得 られます。

－7 －



4 ．取り付け方法

り寸罵の取付ステーに、付属の吸盤を取り付けます。

亭、玄機に、ヨ又付ステーを記り付けます。

き＼硬盤によっ本態をフロン トガラスに波着させて、璽乏 します。

※故盤に水などをつけると抜毒させやすくなります。

オ太体の角蔓を、±面と水平になるようこ調節し、£ ドライバーで取マステー○宣定

ねじを しめ、 しっかつ国定 して くだ さい。

取付ステー
＼

＼
＼

＼

多

＼へ

互宅

∈： う

彗這ね じ ‾‾／
／

愈

／

ち。
／

フロン トガ ラス

一

■3

ノメ／ ↓
′

⊥⊥ ◆

※三文仁ステ】を罷 り夕tす とき・rま、玉1寸

ステーの下侭」のツメを軽く押し下げ

て、横にスライ ドしてください。

⑳
●レ一夕【 波受／貢許○前方に、釜雇やコムなどの障害物がこない場所こヨ文つ†てけてく

ださい。

●遷幸云の茫・■プにならなし＼場所に冒又り付けてください。

●取 り付けの常に云磯が落下 しないようにしてください。

●本体がブコン トガラスに舅去れなし、ようにしてください。

●ソーラーバネノしにヌこ陽光た＼＋分

一白－

こ三文りてマナてくだご

5 ．電源について

本磯は、ソーラーパネル により、太陽光 からニ ッカ ド電池に充電 して使用 することがで

きます。

1 ，ご使用になる前に
；まじめてこ使用になる場合、または長い間こ優ノ弔にならなかった場合 lま、電源スイ

ッチを且亡E・にして、付属のカー電源コードで4時間以上充電してからこ使罵くだ
こい。

2 ．太陽電池について
●電源が入 っていな くても充 電ごれます：

●箔天矧ま、紙13 時間で満充電になっます。・こ電源忘O F Fの涜態）

●澤充 琶後 は、まったく充電されない状態でモ、 てゝ6 0 時間運涜で動 作します （支1≡

待機時）。

※K リバン ド受信の ロN ／／こ⊂＝や、3 5 こ 1－＼、ノ1一三宣言ニ：○＼

涜動作時間は変化 します。

●太弓買竜池で十分な充琶た、・できなし＼場合 宗

し「「 i」d＼ ∵′、 ：し三

ヾをニ′妻軍くこご∴

㊨
●夏季や冬季の駐車亭で・rさ、、車内C ニ星雲が萱端に言く芯二た C ノ喜く盲二た仁・・」責す

そ・〇た め貢ぎ亡の充竃時間が変化する葛告が至 二言す。

●雨天・曇天汚祇夜間などで†芸、十分こ莞≡てきませんこ

●ソーラーバネ′■し全面 に太陽光 コ＼当た らないと、⊥分な至≡ゴで きませ ∴〕

●冬など太∃責光こ＼ご≡貢い場合・：ま、天竜し・r二くくな言責合が亙仁ます‥

3 ．バッテリ山Ⅲl アラⅡム
芸う±プ〕溝琵」7ここき■こ 父丁3 0云‡′こと・こブザー享でお菜二三て）言す＝
その場合音、刀－≡涼 ニー ドで充電 してくだこし＼こ

4 】オ“ トパワ】オフ機首巨について
肩章＝竹喜‡垂中なこ、三貢動の少ない沫苧こ史丁 ′コ ⊥ゝ ＼ノ 立至くと、 巨重工≡‡二≡工作窄号上

l 、ノ′〇＼ ウ ニ

※牽奄重エた、して、享≡≡二二＼大き くなる こ、重工ノ乍空軍雫・．J′貢す ニ

－9 －



5 ．力一電源コードで充電・使用するには
丁零涼の接続

付属のカー電源コー ドにより、本体に電源を接続 します。

●カノ電源コー ドの、L 型プラクを本機の電源ジャックに、

電源プラクを車のシガーライターソケッ トに、それぞれ

差し込みます。

シガーライター 琶源プラク
ソケ ッ ト

◆■

唱琵計

転

L 型プラク

軒
声ク

◆

電源ジャック

十

●シガーライターソケットが汚れていると、接触不良の原因となりますので、よ

く掃除をしてから取り付けてください。

●力一電源コー ドは、かならず付属のものをこ使用ください。

乏＼カー電源コー ドの配線

イモ属のコー ドクリップで、電源コー ドをきれいに配線します。

●必要数のコー ドクリップを取り出して、両面テ¶プを貼り付けます。

●百≡緑 しようとする場所ヘコー ドクリップを貼 り付けたあと、

の溝に焉涼コー ドを挟み込んで買足します。

て麟
両面テープ

■L 一泡
コー ドクリ ップ

雪涼 コー ド

軋且

コー ドク リ、J プ

宙
●コー ドク jJ lノブを貼 りノ寸けようとする場所は、あらひ じめ脂分なとの汚れをよ

く落としてください。

－1 0 －

6 ．ニッカ ド電池の寿命について

内蔵のニッカ ド電池は、便芦別犬涜にもよりますが、約3 年が寿命です。

十分に充電しても、ニ ッカ ド宅地のみでは長持闇動作 しなくなった場合は、ニッカ

ド電池が寿命になつています。

その場合は、付属の力一電源コー ドをこ1ま用になることで、通常通り動作させるこ

とができます。

■高温時の取扱いにご注意ください。
本体に長持間置射ヨ光が当たりますと、ひなり高淀になりますので、太機に毀

れる場合には十分こ注意くたごし、。

－1 1 －



6 ．各部の名称とはたらき

1 4

r ／ ニー

／

：二／／二

／

／

／

／

2 6

で

8＼

1 、

†至

、二十
さヽ ＼

誇

1 電源スイッチ（P ㍉月イR ）

芸こノ三：：・葦漂啓三：卜J ／＝⊂F －／ますこ

；感度切替ボタン（S L書P 巨R ：

レーダー淀〇宣言書≡ニ幸三定をま〇彗え責す ノーマル モー ト スーバ ーモードC 〉2 設

‡岩－◆P 1 4 1

ボタンを押す震lこ 受ノ喜怒霊〇設定が式つ至妻わります

きミュ此トボタン（M U T ∈）

警告貢が渠二てし＼・るこき・‥‥警喜号 がこま○責す

警告音コ、［票＝てし＼、．な■）、・⊂き

黙、タン要 1責ン以」ニニ≡L 王≡・ナこニ≡L 王≡・ナる窒に．ヰム．⊂・→ P ≡⊂

－1 2 －

′一→ ロ 1 ⊂）

→ロ 1 5 二

モ○卜J ／O F F 】
l＝亡 ‾‾∃‾

し／か ニケ

カニK リボタン（K U ）

K U ハン ド受信の C N ／／O F Fをします。（一P15）

ボタンを押す度に、O N と O F Fが切り替わります。

号3 5 0 ．1ボタン （3 5 0 ．1）

ヨ文締連結無線（3 5 0 ．1 M H z）の受信考O N ／／／□FF します。・こ一 P 2 2 ）

／′を振動センサー感度切替スイ ッチ（S E N S ）

振動センサーの振動積出感度を4 段時に切 り替えます。（一 P 2 1二・

スイッチ 】．●● ●

検出感雷 ，高い→ 思し1

チアラー ムレベル メー ター

レーダー波の種実員や受信強度により、ランプの点灯数が変化 します。・〔→ P 16 ）

し一夕、波が強くなる r：発遍源に近づく）こつれて、．ランプ〇言灯鼓が獲えますこ

阜電源ランプ（P肌′R ）

本体 に竃漂 を入れ 吾と、緑色で京二志 します。

A A C が〇 F Fのときは、琶色て点滅します。

A A C が動作中であれば、赤色で点滅 します。

、己受信感度表示ランプ（S U ）

し一夕¶波の受信惑罫刀設定がスーパーモー ドのとき、琶隻て吉滅 L・ます。

コ石K J ランプ （K U ）

K J バン ド受ノ貢がO N のとき、緑色で点滅します。

K リバント〇電波を受号すると、環空で色町します。

1 ＿13 5 0 1 ランプ （3 5〔〕 1）

三文澤達汚票演 ・二3 5 0 1「、Jβ一三二重信がC 卜」○とき、示三て点滅 〕・≡す。

3 5 0 1「・∨†H zの彗渡を受信すると、赤色で点灯します。

1 2音量調節つまみ（∨O L）

警告音の音量を諾節 します。

1 三宅源ジャック（D C ！N ）

充電汚なとに、仁尾の刀【 芸濃コー ドを護読 し諾す。

i Aソーラーパネル

1 書取付ステー装着部

コ弓ア ンテナ

－1 3 －



7 ．使 用 方 法

喜はじめてこ使用になる場合、または長い間こ使用にならなかった場合は、電源スイ 、ン

喜チを匡亘∃ にして、付属のカー電源コードで4時間以上充電してからこ使用ください。

1 ．操作方法
Ⅱ電源を入れます。

l 電源スイッチを匡：団にしてください。

「‾≡1

1 ブヴ】音が鳴り、電源ランプが点滅し始めます。
◆

互レーダー波の受信感度を設定します。

感度切替ボタンにより、レーダー波の受信惑慧の設定を切り替えます。

ボタンを押す冨に、受信感度の設定が切り替わります。

受ノ貢惑芸の設定がスーパーモー ドになると、受ノ貢感度表示ランプが積色で点滅

■J 宗 ⊇。

受信感度設定の目安

－1 4 －

↓

可

「

…

芦
2

…
【

ト
2

ト

ト

K リバンドの受信を設定 します。

K U ボタンにより、 K リバンドの受信の O N ／ O F F を設定します。

ボタンを押す度に、 O N とO F Fわ＼切り替わります。

K リバンドの受信を O N にすると、 K リランプが緑色で点滅します。

※K リバンドの受信をO N にすると、内蔵のニッカ ド電池による連続使用時

問が短くなります。

⑳
●K リバン ドは、交通量測定などに使用されるセンサーと同じ種菓萱の電波が使汚

されています。K U バン ド○受信をO N に設定すると、取締以外で警告動作を

おこないますので三主意が必要です。

K リバン ドはスピー ド取締機の電波としては現在使用されていませんが、今後

取締機の電波として導入される可首削生も考慮して‡至載」ています。

司音量を調節します。
ミュー トボタンを押し、警告音が唱っているときに、告量調節つまみ雪国して、

適度な音量に調節してください。

－一言

ミュー トボタンを押すと、警告書

が8 秒間鳴ります。

ロ

●ミュー トボタン要子苧す前から警告音が疇っている湯合忘、言文り策苧まつレ肌タ

一波と同じ種矩の電波を受信 しているためです。警告音が鳴ってし1るときに

ミュー トボタンを手≡すと、ミュー ト機能（一 P 1 9 ：シがはたらき、警告音を停

止します。

－1 5 －

受信感度 走　 行　 場　 所

ノーマルモー ド 市街地走行∃芋

スーパーモー ド 高速道路、喜覿壷専用道語走行時



2 ，レーダー波を受信すると
走行中レーダー波を受信した場合は、警告音およびアラームレベルメ凸クーにより、

レ一夕【 波の受信をお知らせします。

レーダー波が強くなる（発振源に近づく）につれて、警告音が変化すると同矧こ、

アラームレ／ベルメーターの点灯数が増えます。

また、・ン1ステルス波を受信した場合および■ン三K U バン ドの竃波を受信した壱合溝、

通常とは異なる警告をおこないます。

＜ 警告音＞

＜ アラームレベルメーター＞ ○：：点灯 ● ：消灯

－1 6 －

※1

他刀取締機と同じ電波を使用L ていますが、事前に探知されなしは うに、苦設は電波
を出さず、取り締まりのときに、短時間強い電波を発射して速度を瀧定する、ろ且し1撃ち

的な取り締まり方法です。

従来機では、先頭ではなく2番手以憧で走行していても、一瞬しか警告音が鳴り宗せん。

車輌特定■ト速度測定波発射◆速度記録 → 停止係

※2 ：新H システムについて

電波を便写する自動速蓬言文繹機の一種ですが、恨つ冒三浦磯とは種禁書の違う電波をイ夏

用しているた臥 毒漬を探矢口しにくくなっていますこ

ただし、このシステムでは証拠の記録をおこなう前に、電光掲示板による、「速′蔓超過」

や「速度オーバー」などの警告が面 C 責す。そ・〇とき刀速度敷走に芯、K U ノ・こンドニ≡

漬か使用されています。

警告看板設置 ◆ 速度測定l◆電光掲示板による警告－1制限速度超過車輌自動撮影

確匿∋
●本機忘、ステノしス型設仁績まロこ対して完全 こヌ壬∫「ごすると∴うりぎ丁ではありません＝莞

≡三を走行する毒舌7ま、くれくれ毛こ注意くだこ）・‥

●通常の琶淀窄受号）た場合でも、置喜の〕犬ミ三などこよつ、ステ・レス専用アラームがコ弓る

湯含があります。

●カーナビゲーションシステム七携青竜言責磯などこよC 、云憩○受乍匡語が票数イ′≡する易

全があります 。

－1 7 －



中電波の発射方法や周囲の環境などにより、取り締まりレーダl 波を受信しにく
い場合があります。

●前方に走行串の童（とくに大型車：′が禿る場合や、コーナー、坂道では、≡淀が遠斬こ

れるため、レ【 タ【 波の探矢：E巨離が短くなる湯合があC ます。スピード○土やすし、て

ぎつ三妄などで：ま、とくにこ注意くださし＼、。

●対象となる章が近づくまで喜波を発射しない、狙し、・撃ち巨勺な言文り締まりができる、ス

テルス塾の速度取締磯があります。

㊨
●電波式の賀動ドア、信号機付近に設置されている軍両通過計嵐・器なとには、∃文り締まこ

し－タし一波と胃じ琶葉頁○琶：度が使用されています。

そのため、それらの機器近辺で、レーダー探知機が反応するのは遠けられまロム〕。一し

つも鳴るから」と安心せずに、こ注意ください。

一1 8 －

3 ．オートミュート機首巨
レーダー波受信時に、アラームレベルメーター全点灯の状態が約 1［）秒間続くか、し一

夕一波を約3 0 秒間連続で受信すると、∃覿≡勺に警告音の音量が小さくなり、電池のさ≠

葦毛を抑えます。

また、K U バンドの≡波を受信したときは、琶波を約5 秒間受宅すると、自動的に警告書

の音量が小さくなります。

4 ．オt トディマー機能
レーダー波受信矧こ、アラ【 ムレベルメ】ター全点灯刀状態が約5秒間続くか、レ一夕

【 波を約 10 秒間連続で受信すると、自動≡勺にアラームレ／ベルメーターの明るこを≡弓むて、

琶さ世の消耗を抑えます。

5 ミ ュート機能
誓言動作ロに、警告書が六書になった場合、レーダー涜の莞骨貢が巧かっているときなど：、

受イ喜缶のし一夕一浩た∵なくなるまで、警告書車力ソト」芋す。

耳警告動作中に、ミュートボタンを押します。

ミュート磯毒喜かr芸た三■）、て、警告書を上史ます。

豆ミュート機能を途中で解除するには、再度ミュートボタンを押します。

●警告音が漂っていないこきにミニー トボタンを拝す⊂、警告古か損ります。

ー1 9 －



6 ．オートアラームカット（A A C ）システムの使用方法
二r A A C の はたらき

本態．二内蔵されている振動センサーにより振動を積出することで、停車中および悠遠

走行∃革ま警告をカットし、竜三せのさ肖薫毛を抑えます。

舶勺3分間振動のない状態が続くと、自動矧 こ電源が切れます。（→P 9 4 オートパ
ワーオフ機首巨につし、て 二・

≧A A C の使用方法
ミュートボタンを 1秒以上押し続けること

で、A A C のO「＼」／／0 ［F窄切り替えます。

∫△A C わ10 F Fのときは、琶源ランプが積色

で点滅します。

1 秒以上

：享動作確認
二A A C をO N にします。

電源ランプが琶色で点滅している場合は、ミュートボタンを 1秒以上押し続けて、

【 A A C をO N にしてください。

｝

亘車

J

萱二走

旦停車します。
停重してから餌 3分後に、すべてのランプ

することを確認してくだごし’、。

三幸を走行させます。

車を走行させてから数秒後に、電源ランプ

が点滅するここを確認 してくだごい。

－2 C －

群空～空で王常に動作しなし＼
場合 √ま、吾責動センサーの惑

震を切り替えてください。

・ ′一 P ⊇1首荘重上センサー○

鼠聖設定につし1て 二・

耳振動センサーの感度切替スイッチについて
こ使用になる車種や、取り付ける場所に応じて切り替えてください。

振動センサーの感度書芸定により、A A C 、オートパワーオフ機首紬 ＼正常に動作しない場合

があります。

●振動センサー感度設定の目安

ガソリン章（感度：

ディーゼル垂（感度．

ガソリン垂（感度．毒聖‾ノ

ディーゼル童（感度．億

「 ガゾ」ン車（惑羞：底）

」ティーセル享（感度：中二・

※法定速度以下で警告が始まる位置にしてください。

噂琵計
●A A C 設定時、童によっては、アイド」ンク串でモ、警告動作が止まらない場合があつ貢す。

そのときは、本機の取付場所を変更してみてくださし「。

●章によっては、A A C が正常にはたらひないことがあります。そのような垂彊でさま、ノA A C

をロF F にしてください。

●A A C をO F F にしても、オートパワーオフ機能は動作します。

●振動センサーの感度を低く書豊定すると、オートパワーオフ機矧 こよつ、琶涼が切れたま
まになり、車を走行させても動作を再開しない場合があります。

●振動や弓毒害の激しい場所などでは、オートパワーオフ磯弓巨が正業・こ動作しな；）’場 合が禿
ります。そのような状況で長持問駐車する場合は、毒涼を切ってください。

－2 1 －



7 ．取締連結無線（3 5 0 ．1M H z）受信機の使用方法
達意石文締現：易で便′司される達絹無線（3 5 D ．「「vIH zノ・を受信することができます。

鑑園
二3 5 0 ．1 M H zの受信をO N にします。

3 5 〇．1ボタンを押して、3 5 0 1㌻、、∨ベトjZこウ受1言をO N にしてくださし1。

■3 5 0 1 M H zの童′書た＼O N になるこ、3 5 ≡： 1ランプが、赤色で点滅します。

－◎

三受信待ちの状矧 こなります。
3 5 0 川．1H zの悪法を童′言する亡、ブザー喜が靖ったあと、内蔵スピーカーから

交信血の音声が背こえ責す。

電波を支′享年・■言、3 5 C・ 1ランプが烹灯 1）、アラームレベルメーターが、）欠のよう

に′烹灯を繰り返します。

こ● ● ● ● ● ● ● ● こ

●ニ ● ● ● ● ● ● こ・●

●● こ ● ● ● ● ニ ● ● ≦

●● ● 二 ● ● ニ ● ● ●

●● ● ● ニ ニ ● ● ● ●

唱琵∋
●己 亭ゝヨ‾妄で、貫こ票涼 による違五至コ＼ミニな行れて）、吾たi二で．．吉元っま」三んこ

－⊇2 －

－・・・・・・・・・ 8 ．故障とお考えになる前に

ご使用中に異常を感 じたときは、故窪と思われる前に下記の点をお確コ、・・泣くださし1。

症状 原 因

電源が丈蒜こ「「‾i表 ㌫ ‾‾‾‾
一力【 電源コー ドで充害してください

．●オー トパワーオフ機能がはたらいている
．一握動センサーの感度を高く設定 してくださし、（一 P 2 り

≡●電源スイッチが両頭 になっていない

充電できない

受信 しない

（ 音が出ない）

取り締 まり以外で

警告が出る

取締現場で連絡無

線が聴こえない

●太陽光が十分ではない

一刀一電源コー ドで至≡てきるか謹諾してくださ；し

●カー電源コー ド内部のヒューズが切れている

→新しいヒューズと交接してくたさし＼

●ニッカ ド電池の寿命
ドで1更讃 して くたご ）、 ′一 P l〔 ＼一、J／

●電源が入つていなしミ

●音量が小さい

●受信感度の設定がノ皿マルモ此 ドに設定されてお り

かつ電波が弱い場所にいる
二【 －．「：丁＝‾ ‾’‾r ／

→／へ － ノ ■、】 ‾「二 W ＼ ■ こ」、】 ＝♪こ′こ ＼＿ 」 ＼

●A A C がはた らいている

丁一二要言更葺く三三三 〕てく 一－・・■′－ノ

t

」

●取締機がマイクロ波を使用したレコダ血式取締稚では
ない

●取締準備中または終了後などぞンー一夕Ⅷ式取締機に電

源が九つていなし’ミ

●取締レーダー波と同じ周波数のマイクコ波を使用して

いる機器の影響

●ハ ツテ リ＝ローアラームか≡鳥っている ′－－＝⊇ノ
→，‾ こユ⊃ ）て二、、らこ′≡葺く

●取締現場で常に無線による連結がおこなわれているわ
けではあ りません

ー2 3 曲



●電源電圧・・・

●受信周波数‥

●受信方式 ‥

●受信感慧 ‥・

●重加ノ乍温度範喜

●外形寸）去‥・

●重量 ‥・

乱主な仕様

C C 3 ．6 V ニッカ ド≡池

D C 1 2 V 夕桔汚電源（充電器兼用）

×バ ン ド／／／K ハン ド／／K リバン ド

タブノレスーパーヘテコダイ ン

×バ ン ド ー1 1 0 d B m ／／スーパーモー ド

K バン ド ー1 0 5 d B m ／／／スーパーモー ト

K U バ ン ド ー1 1 0 d B m ／／／スーパーモー ド

ー1 0 ℃～＋6 0 Cc

7 0 （W ）× 1 2 0 しD 二・× 1 8 （H 二・m m

※アンテ丁および突起部含まず

1 5 0 g

※アンテナ含む

－2 4 －

保証 規 定

1 ．保証期琶円（お買い上げ∃より「年間）に、正常な使矧犬態において万一故障した

場合に店無料で修理いたします。

2 保証罠弓琶平に修理を依頼される場合は、本機に保吉正吾を漂えて、お買い上げ販売

店にお持ちください。

3 次のような場合には保証期間内であっても有料修理となります。

（ イ）使用上の誤り、本機に改造を刀口えたことによる故障、またはお買い上げ店以

外で修理されたことによる故障

（ ロ）お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障や損傷

（ ハ）火災、地震、水害、公害、規定外の電源 （電圧・周波数）の使用、その他天

災地変などによる故障及び妄員傷

（ 二）保証書のこ提示がない場合

（ ホ）保証書の指定事項の禾記入、あるいは字句が書き替えられている場合

4 ．本保証書は、≡本国付 こおし1てのみ有㌻です。

修理メモ


